
| 社会経験を経て日本に留学

私 は 中 国 からの 留 学 生 で す｡中 国 で3 年 制 の

専科 学校 を卒業 後､5 年 間 ほどIT 企業 で政 府 の

情 報システムや企 業 の 顧 客 管 理 システムなどの

開 発 に携 わってい たの です が､さまざまな情 報を

扱ってい るうちに､自 分には知 識が足りないと感じ

るようになっていきました｡また､情 報を調 べ､自 分

で 考える過 程は､とてもおもしろいとも感じました。

そこで､もう一 度 勉 強し直そうと考え､留 学をするこ

とにしました｡留 学 先に日本を選んだのは､ 中 国か

ら伝 来した文 化 がある日本に 親 近感を持っていま

したし､日本 文 化 に 興味 があり､日本 の ゲーム､特

にＲＰＧ(ロールプレイングゲーム)やオトゲー(音 楽

ゲーム)が大好きだったからです。

| 他 学 科 の 多 様 な 学 生 と 交 流 し 、

多 く･を 学 ん だ 教 養 課 程

来日 後､ 埼 玉の日 本語 学 校 で1 年10 か月問 日

本 語を学び､ 山 梨 大 学に入 学しました｡山 梨は 美

しい山 々に 囲まれてい て､ 静 かでとてもよい 雰 囲

気です ね｡ 勉強をするにも向いていると思います。

………一年 生 の頃 の 思い 出 は､ 一 般 教 養 の授 業 で
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大学院で、学びを深め研究を進化させて、

将来は日本と中国を行き来する研究こ者になりたい。

す｡ :1こ学 部だけでなく､医 学 部や 教育 学 部｡ 生 命

環境 学 部の 学生とも同じ教 室で 一緒 に授 業を受

け､ 多くの友 人 ができました｡ 中 国 のことを教えた

り､日本や 山 梨 のことを 教えてもらったりして､とて

も楽しかったです｡ 日本 人の 学 生は ほとんどが18

歳か19 歳でしたが､ 私より年 上 の医 学 部 の学 生

もいました｡ 彼 は新 聞 記者 から転身したと聞き､大

いに刺 激を受 けました。

アル バイトも経験しました｡大 学の 近くのコンビニ

エンスストアの店 員 です｡ 今も慟い てい ますが､ 留

学生 の 仲 問もい て楽しいし､日本 人 のお客 さんと

のやり取りも日本 語の勉 強になっています。

| 情 報､ 機 械､ 電 気 電 子 を 広く 学 べ る

情 報 メ カトロ ニ ク ス エ 学 科

私が所 属する情 報メカトロニクスエ 学科 は､情報(

＝コンピュータ)だけでなく､機 械も､電 気電 子も､学

ぶことができる学科 です｡ そこに魅 力を感じてこの

学科に進んだのですが､2 年生 になり､専門 性の高

い勉 強が始まると､困難も出 てきました｡コンピュータ

関連 の授 業 は中 国で高いレベルまで学 んできてい

たので問 題ありませんでしたが､機 械や 電 気電 ｆ

の授 業では､日本語で初 めてのことを学ぶので難し

さを感じました｡専門 用 語や名 称､ 複雑な計 算式な

ど､覚えなければいけないことも多く､大変 でした。

3年の後 期から始まった研究室 配属では､ 集団 の

知恵を生かす研究をしている宗久 知男 教授の研究

室 に入りました｡卒業研 究では､遺 伝 的アルゴリズム

の研 究をしています｡これは､生物 の遺伝 の過 程を

模したプログラムを作り､そのプログラムで最適 化問

題などを解決するという研 究です｡無 事完 成しホッと

しています。

Ｉ 研究者を目指して大学院へ進学

卒 業 後は大 学 院 に進 学します｡ 学 部 時代 の研

究 を進 めるなかで 興味 が広 がり､大 学 院では､ 西

崎 博 光先生 のもとで画 像 認識 の研究をすることに

しました｡画 像認 識はこれからの社 会においてます

ます 重 要になっていくと思 われます｡しっかりと学

び､ 社 会の役に立 つような研究を進めたいです。

プライベートでは､ 日本のいろいろな場 所に旅 行

したい です｡ 富 士山には登りましたが､ 京 都や奈良

はまだなので､ぜひ 行ってみたい ですね。

将来は､研究職 に就きたいと思っています｡日本と

中国を行ったり来たりできる職場なら､最 高ですね。
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| 地 域 の ニ ー ス に 即 し た テ ー マ で

卒 業 研 究 に 奮 闘 中

3年 後 期 の研究 室 配 属では､ 交 通 計画 の研 究

室を選び ました｡先 生 のご 指 導のもと｢リニ ア中 央

新 幹 線と都市 内 交 通 の整 備 の経 済 効 果を推 計

する｣というテーマで研 究を進 め､ 論文 にまとめて
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投 稿したところ､11 月の 学会 で発 表の 機 会をい た

だき得難い 経験 ができました。

現 在 は､交 通シミュレーターを使 い､ 山 梨 県 甲

府 市 の 道 路 ネットワークの 交 通 量 を動 的 に予 測

する研 究 をしていますO 山 梨 は 車 社 会で すから、

天 候や 曜日､時 間などその時 々の状況 に応じて目

的 地まで の所 要時 間をより正 確に出 すことができ

れば 多くの人 に役 立つ だろうという思いもあり､大

い にやりがいを感じる反面､ やっていることが複 雑

な 上に シミュレーションの 結果 が事 前 予 測と違う

となぜこうなるのか 再 構 成 する必要 が出 てくるな

ど苦 戦 もしています｡ 時 間 的な制 約もあるなかで 、

そのあたりが悩 ましいで すね。

| 短 期 決 戦 の 就 職 活 動 。

キ ャリ ア セ ン タ ー を 活 用 し 、

第 一 志 望 に 内 定

3年 の9 月に建 設コンサルタントで1 週 間､ 冬 休

みにはJR 東 海 の短 期 インターンシップに 参加しま

した｡インターンシップ は合 否 に直 結 するわけでは

ありませんが､ 貴重 な経験 ができるのでできるだけ

参 加すると良いと思い ます。

一方で､ キャリアセンターに通い個 人面 談を重 ね

ながら､ 企業 研究 や自己 分 析をし､エンﾄﾘｰ シｰﾄ
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の 添 削 指 導 も受 け ました｡ そ の 後｢ 交 通 インフラを

支 える企 業｣ を 軸 に 数 社 選 ん で エ ントリーしまし たO

エ ントリー後 の 企 業 研 究 で は､ そ れ ぞ れ の 企 業 の

強 み につ い て､ キャリアセンターを活 用しな がらリスト

アップしまし た｡ 企 業 の 特 徴 を理 解 することが でき、

とて も有 意 義 でした｡ この ような 準 備 を 早 め に 取 組

み､ 余 裕を 持 って 納 得 のい く活 動をしてほしい と思

い ます 。

Ｉ 根 幹 を 支 え る 土 木 技 術 者 とし て

ＪＲ東 海 に 就 職

卒 業 後は､JR 東海 に技 術 職として勤 務 する予

定 で すOJR 東 海 の技 術 職 には 車両､ 電 気 など4

系 統 あり､バランスを取りながら鉄 道 や施 設の 維

持 管 理を行ってい ます｡僕 が内定 をいただいた施

設 系 統 は､トンネル や 橋 梁､ 線 路などの 建 設や 保

全管 理 を担 当しており､開 通を控 えるリニア中 央

新 幹 線 の 工 事も担い ます｡ 子どもの 頃 から好 き

だった鉄 道 に憧 れの土 木技 術 者として携 われる

ことになり､とても嬉しく思います。

入社 後は､ 文 字 通り根 幹を 支える立 場 になる

ので､ そこを意 識しやりがいを感じながら､大 学で

学 んだことを活 かして真 摯に仕 事 に取り組 んでい

きたいと思っていますO

興味ある分野を多彩な手法で存分に学び、

交通インフラを支える憧れの土木技術者に



学大将が育つ
キャリアハウス教育
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｢早く研究をはじ めたい｣ 。そんな学 生の ための自 主研 究プログラム､｢ キャリア ハウ

ス｣についてご紹介します。

審査を経て､競 争的に最大10万 円の研究
「=lXヤリアハウス｣とは

｢キャリアハウス｣では､希望 する学生には1

年 次から研究室で自主的に研究活動でき

る環境を設けて､受動 的な学習からの脱皮

を図り､学習 意欲･能力のさらなる伸びを促

すことを目的としていますO1 年次生で一つ

の研究室を選ぶことは難しいため､学科 横

断的に複数の教員からなる｢ハウス｣を設 立

しています｡い わば丿 研究できるサークル｣

です｡ 表1 に､現在 活動している､4つの分

野､13個のハウスの名称､キーワード､活動の

様子の一覧を示しますOハウスごとの参画教

員数は数名～20 名であり､工学部全 教員

の6割にあたる約100名が参画していますO　

具体的なスケジュールを図1 に示します。

活動開始時期は1年 次の学生生活が十分

に落ち着い た11月で､活 動修了 時期は卒

業 研究のために研究 室配 属される4年次

開始までです。

研究課題を自ら提案して研究資金をケット!

2年 次 前期 終了 時に､自ら研 究課 題を

提案 する｢プロポーザル研究 計画書｣を執

筆､提 出し､各ハウスの代 表 教員らによる

資 金を得 ることができます｡ 自 身が 立 案した

研 究 計 画 を遂 行 する喜 びと責 任 感に 目覚

めます 。

2 年 次 か ら の 学 外 発 表 と 受 賞

一 般 に 大 学 生 が 研 究 成 果を 学 外 で 発

表 す る時 期 は､ 卒 業 研 究 着 手 後 の4 年 次

の 秋 以 降 です が､ キャリアハウスの2 年 次､ ３

年 次 の参 加 学 生 は学 会 等 におい て学 外 発

表 を経 験 することができます｡ また､文 部 科

学 省 主 催 の自 主 研 究 発 表 会であるサイェ

ンス･インカレには､ 平 成23 年 開 催 の 第１同

から､30 年 開 催 の 第7 回 まで､ 書 類 審 査 を

経 て7 回 連 続して 採 択 され てい ます｡このう

ち､ 第6 回 サ イエ ンス･インカレ で はけ也域 防

災･ マネジメント｣所 属 の土 木 環 境 工 学 科3

年 次 生( 当時) 徳 永 翔 さんが｢ 土 壌 硬 度 計

の 高 精 度 化 による斜 面 崩 壊 発 生 機 構 解 明

に 関 する研 究｣ を 発 表し､ 文 部 科 学 大 臣 表

彰を受 賞 するとい う快 挙を成し遂げ ましたO

出 る 杭 を 伸 ば す

研 究 室 で自 主 的 な研 究 活 動が できる環 境

と支 援 体 制 を提 供 す ることで､ 低 学 年､ か

つ 正 課カリキュラムと並 行した活 動 であって

も､ 意 欲 の ある学 生 の自 発 性､ 主 体 性､ 積

極 性 を引 き出し､ 実 力を 伸 ば す 環 境 づくり

を推 進してい ますO ぜひ 出 る杭 に なって､ 能

力 を伸ばしてください 。

表1 キャリアハウスのキーワードと活動の様子

学想卒業予定者数：５７
就職者数：２６　進学者数:２２　その他(諸学校含む):９

ＤＮＰ情報システム
NTT ﾃﾞｰﾀﾋ ｼ゙ﾞﾈｽｼｽﾃﾑ ｽﾞ
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新東工業
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第一 精工

タカノ
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デンソーテクノ

東 芝機械
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パ ー パ ス
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油 大学ｕ ものづく御 鏡 センター

ル ビ コ ン

ロ ー ム 浜 松

圖 進 学 等

山 梨 大 学 大 学 院

学 部 卒業 予 定者 数 ：５９

就 職 者 数: ４７　 進学 者 数: ７　 そ の他( 諸 学 校 含 む):５

エヌ･ﾃｨｰﾃｨ･インフラネット 鉄建建li　　　　　 四電エンジニアリング
大林組　　　　　 裁道建殼･運輸鮑ｌ整備支攬機橘 山梨県庁
鹿島建設　　　　 東海旅客鉄道　　　 愛知県庁
北野建設　　　　 東急建設　　　　　 静岡県庁

サンポー　　　　　 東洋設計　　　　　 新潟県庁
清水建設　　　　 中日本高速道路　　　 甲府市役所
昭和設計　　　　 日本工営　　　　　 静岡市役所

鈴与建　　　　　1 本水工　t　　　1　 松市役所
大全空調技術　　　 早野組
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富士市役所

１年次

２年次

履 修科目
一

自 発的教 養科目

－

キャリア形 成実習１

１０月:参加申込 書提 出･ハウスに配 属

　
各ハウ スの実習プ ラン に基づく活 動

　

８月:自ら研究 課題を提 案

プロポ ーザル 研究計 画書を 提出

プロポーザル研究を遂行

学外発表等

キャリア形成実習２

－

キャリア形成実習３

－

キャリア形成実習４

工 学 部 就 職 内 定 状 況

平成３０年度のおも な進路内定先　　2019 年２月1日現在

図１　キャリアハウスの活動スケジュールと履修科目名

学部卒業予定者数：６２
就 職者数：３８　進学者数：２０　その他(諸学校含む):４
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静 甲

ダイキョーニシカワ

竹田 設計 工業

ティービ ーティー

東 芝機 械

東 洋技 研

東 洋電 装
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日本 電技
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富士 航空 電子

フルサトエ業

ボッシュ

本田 技研工 業

三菱電機エンジニアリング

メイテック

矢作 産業

ユニテツク

リコー

国土交通省関東地方整備局

■ 進学 等

山梨大 学大 学院

学部卒業予定者数: ６３
就職者数:41　 進学者数：１９　その他( 諸学校含む):３
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1月 第49回応力･ひずみ測定と強度評価シンポジウム
学生優秀発表賞
新村 魁斗　工学部機械工学科4年

3月 文部科学省主 催第7 回サイエンス･インカレ
日 本ヒューム賞

丹羽 優希　 工学部応用化学科3 年生
山下 直志　 工学部情報メカトロニクスエ 学科3 年生

7th lntemationaLConference on Kansei Engineer恂 ＆Emotion Research (KEER2018)Best 

Ｐａ ｅr Ａｗａrd

白 神
媚

太　 大 学 院 博 士 課 程人 間環 境 医 工 学 専 攻1 年

電 気 学 会 全 国大 会

優 秀 論 文 発 表賞

シュレ ス タ ソミ　 大 学 院 修 士 課 程工 学 専 攻 電 気 電 子 工 学 コ ー ス1 年

第ﾌ 回JACI/ ＧＳＣシンポジウム
ＧＳＣポスター発表賞

Yang Ｇ

７－ 発 表 賞

uｏshen　 大学院博士課程工学専攻グリーンエネルギー変換工学専攻2年

7月 人工知 能学会
2017 年度研究会優秀賞

谷島 健斗　 大学院修士課 程工 学専攻コンピュータ理工 学コース2 年

第53 回地盤工学研究発表会
優秀論文発表者賞
山本 晃大　工学部土木環境工学科4年

9月　日本セラミックス協会 第31 回秋季シンポジウム
特定セッション(ナノクリスタルが拓く新しいセラミックス技術)

優秀 発表賞
畠山 朔弥　 大学 院修士 課程工学専攻応用化学コース1 年

特定 セッション(資源･水･空気 環境の改善に向けたマテリアルイノベーション)

♂●●ゝ四 ●-〃ザ イ マ ッ ク ス イン フ ォニ ス タ

ジ ャ ム コ

ス ズ キ

屏 甲

－ ・ －･-日 立 国 際 電 気

日立 ジョン ソンコントロ ール ス空 調

フ ァ ナ ッ ク

富 士 航 空 電 子

■進学等
山梨大学大学院

電気電子工 学科　　　　　　　　　　　　 白

数:６３

進学者数：１９　その他(諸学校含む):３

ローム

起業( カフェ)

■進学等
山梨大学大学院
北海道大学大学院

学部卒業予定者数：５９

就職者数：４７　進学者数：７　その他( 諸学校含む):５

タクマ
竹中土木
中央設計技術研究所

東 日 本 旅 客 鉄 道

三 井 共 同 建 設コ ン サ ル タント

名 工 建 設

矢 作 建 設 工 業

・ 進学等

山梨大学大学院
東京大学大学院

学部卒業予定者数:５７

就職者数：１７　進学者数:３７　その他(諸学校含む):３

RＩＺＡＰグループ

旭化 成

王子 ホール ディングス

キッツ

湖 南荘

サンエー化研

全 薬工業

大明 化学 工業

太陽 社電 気

中外 製 薬工業

日本分 析センター

富士通ｱｲ･ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ ｽﾞ

三重富士通セﾐコンダｸﾀｰﾐ

マキエンジニアﾘ ング

山梨県教育委員会

富士市役所
埼玉県教員

■進学等

山梨大学大学院学部卒?qt予定者数：７２

就職者数:４４ 進 学者数：１６　その他(諸学校含む):1２

Y ｓke- ｃｏ ｍ

ア イ ア

ア イ フ ォ ー コ ム

ア ド ソ ル 日 進

エ ス･ ビ ー･ エ ス

エ ス ネ ット プ ラ ス

Ｉﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ･ ﾃﾞｰﾀ･ ｼ Ｉ゙トロニ クス

キ ヤ ノンIT ソ リュ ー シ ョ ン ズ

京 三 裂 作 所

コンピュータマインド

システックス

システムエグゼ

セコムトラストシステムズ

田中 スポーツ設備

ﾃｸﾉｻｲﾄ

ﾃｸﾉ ﾌﾟﾛﾃｸﾉ ﾌﾟﾛ･ﾃﾞｻﾞｲﾝ社

東 芝キヤリア

トーテックアメニティ

凸 版印 刷

トヨタシステムズ

日商エレクトロニクス

日通情 報システム

ファナック

富士 情 報
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第79 回応用物理学会 秋季学術講演会
PostｅrＡｗａrd･講演奨励賞

波切 堅 太郎　 大学院修士課程工 学専攻電気電子工学コース2 年

Jａ ａｎ Ｓtee1 Brｉｄｇｅ Ｃｏｍｐｅtitjon(JSBC)2018
学

星
部会特 別賞

山梨大学チーム(太田小春,高木詩歩,成田廣道,山田健也,望月野亜,望月裕太)
工学部土木 環境工学科4 年

10 月3｢dlnternationa1Worksh00nActive Materia[sandSo↑t Mechatronics(AMSM2018)　　　

ベストポスターアワー
Ｆ

安頴俊(Yin -Jｕｎ Ａｎ) 大学院博士課程工学専攻(クリーンエネルギー変
換工学特別

§ﾐ
育プログラム2 年)

第2 回国際BMS シンポジウム

国際BMS シンポジウムポスター賞(吋emationaL BMS Sy ｍ ｏsiuｍ Ｐｏster Aｗard)　

ノル ヒ ダ ヤ ロ スリー エ 学 部 電 気 電 子 工 学 手y4年

6月 第56 回日本セラミックス協会東海若手セラミスト懇話会2018 年 夏期セミナー　ｉ

優秀発表賞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 11 月　日本ｎ響学会 電気音響研究会と電子情報通信学会 応用音響研究会の共催研究会
服部 優哉　 大学院修士課程 工学専攻応用化学コース2 年　　　　　 ｌ　　　 学生研 究奨励賞

ｌ　　　　 塩渾 光一朗　 工学部コンピュータ理工学科4 年

軽金属 学会 第135 回秋季大会

優秀ポスター発表賞
折井 天悟　 大学院修士 課程工学専攻機械工学コース1 年

昌 諮 問 冗 談 習言 言 辞 鵬 燃 －(ﾆｰiCS

相潭朋弥　大学院修士課程工学専攻応用化学コース2年

第38 回エレクトロセラミックス研究討論会

研究 奨励賞
ｶﾅﾙ ﾌﾟﾗｼｬﾄ ｺ゙ ﾊ゙ﾟﾙ大学院博士課程工学専攻ｶｰﾝｴﾈﾙ ｷﾞｰ変換工学特別教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ3年

ﾅﾑﾋｮﾝｳｸ 大学院修士課程工学専攻ｸﾞﾘｰﾝｴﾈﾙ ｷﾞｰ変換工学特別教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ2 年
相渾 朋弥　 大学 院修士課程工学専攻応用化 学コース2 年

1 12 月25th lrlt ｅrｎａtiorla1 Display Ｗｏrkshops
I　　　O ｕtstａｎｄｉｎ　Ｐｏstｅr Pa er Ａｗard
！　　 戸 塚 敬

哭
学 院修士§444S工学専攻コンピュータ理工学コース2 年

富 士 ソ フ ト

富 士 通ソフトウェア テクノロジ ーズ

マ ル ハ ン

三 島 函 南 農 業 協 同 組 合

三 菱電 輿ﾒｶﾄﾛﾆｸﾇｿﾌﾄｳ Ｉ ア

メ イ テ ッ ク

ヤ ー マ ン

ヤマ ハ モ ーターＩﾚｸﾄﾛﾆｸｽﾜｲ･

シ ー･ シ ー

■ 進 学 等

山 梨 大 学 大 学 院

名 古 屋 大 学 大 学 院

昭 和 音 楽 大 学 短 期 大 学 部

学部卒業予定者数:４４

就職者数:21　 進学者数:19　 その他(諸学校含む):４

アル バック

オリオン機 械

カルソニックカンセイ

五味 八珍

シチズン電 子

ジヤトコ

シヤローム

セイリン

第一生 命保 険

大 同 化 成 工 業

テ ル モ

ト ヨ タ テ ク ニ カ ル デ ィ ベ ロ ッ プ メン ト

ト ラ ン ス ネ ッ ト

ナ ル ッ ク ス

日 本 軽 金 属

日 本 テ ク ノ ロ ジ ー ソ リ ュ ー シ ョ ン

フ ァ ス フ ォ ー ド テ ク ノ ロ ジ

富 士 電 機

明光電子
ユニリタ
リコージャパン

圓進学等
山梨大学大学院
東京工業大学大学院

平成31年度 工学部学年暦(年間予定表)

ガ　 イ　 ダ　 ン　 ス　 等 � ４月　１日（月）～ ４月10 日（水）

入　　　　 学　　　　 式 � ４月 ５日（金）

前　 期　 授　 業　 開　 始 � ４月１１日( 木)

前　 期　 授　 業　 終　 了 � ８月 ２日( 金)

夏　　 季　　 休　　 業 � ８月 ３日（土）～ ９月23 日（月）各学部で定める

秋 季 卒 業 式・修 了 式 � ９月26 日( 木)

前　　 期　　 終　　 了 � ９月30 日（月）

後　　 期　　 開　　 始 �10 月　１日( 火)

開　 学　 記　 念　 日 �10 月　１日( 火)

秋 季 入 学 式（大 学 院） �10 月　１日( 火)

後　 期　 授　 業　 開　 始 �10 月 ２日( 水)

大学祭（医学部キャンパス） �10 月25 日( 金) ～10 月27 日(日)

大学祭（甲 府キャンパス） �11 月　１日( 金) ～11 月 ３日(日)

冬　　 季　　 休　　 業 �12 月21 日( 土) ～ １月 ５日(日)

後　 期　 授　 業　 終　 了 � ２月 ５日(水)

春　　 季　　 休　　 業 � ２月 ６日(木) ～ ３月31 日(火) 各学部で定める

卒　 業　 式 ・ 修　 了　 式 � ３月19 日(木)

〃　　-　 ・－　　 一 �-　 ｍｙＩＸ



1月 第49 回応力･ひずみ測定と強度評価シンポジウム
学生優秀発表賞
新村 魁斗　工学部機械工学科4年

3月 文部科学省主 催第ﾌ 回サイエンス･インカレ

日本ヒューム賞
丹羽 優希　 工学部応用化学 科3 年生

山下 直志　 工学部情報メカトロニクスエ 学科3 年生

電 気 学 会 全 国大 会

優 秀 論 文 発 表賞

シュレ ス タ ソミ　 大 学 院 修士 課 程工 学 専 攻 電 気 電 子 工 学 コ ー ス1 年6

月 第56 回日本セラミックス協会 東海若手 セラミスト懇話会2018 年 夏期 セミナ ー

優 秀 発 表 賞

服 部 優 哉　 大 学 院 修 士 課 程 工 学 専 攻 応 用 化 学 コ ー ス2 年

第7 回JACI/ ＧＳＣシン ポジ ウ ム

ＧＳＣポ ス タ ー発 表賞

Yang Gu ｏshen　 大学院博士課程工学専攻グリーンエネルギー変換工学専攻2年

7月 人工知能学会

2017 年 度研究会優秀賞
谷島 健斗　 大学院修士課程工 学専攻コンピュータ理工学コース2 年

第53 回地盤工学研究発表会
優秀論文発表者賞
山本 晃大　工学部土木環境工学科4年

9月　日本セラミックス協会 第31 回秋季シンポジウム
特定セッション( ナノクリスタルが拓く新しいセラミックス技術)
優秀発表賞

畠山 朔弥　 大学院修士課程 工学専攻応用化学コース1 年

特定セッション(資 源･水･空気環境 の改善に向けたマテリアルイノベ ーション)

優 秀 ポ ス タ ー賞

深 潭 千 尋　 大 学 院 修 士 課 程 工 学 専 攻 応 用 化 学 コ ー ス1 年

学７ 亨？予定者数：６３

就職者数:41　 進学者数：１９　その他( 諸学校含む):３

スズキ

スタンレー電気

セイコーエプソン

セネット

第一工 業

ﾀｲ コエレｸﾄロニｸ スｼﾞｬパン

白月工 業 ナヾ ソ ニ ッ クＩＴ Ｓ

Iｃｉ了l茎a又
サンポー
清水建設
昭和設計
鈴与建設
大金空調技術
大日コンサルタント

タクマ
竹中土木
中央設計技術研究所

累忽遥政東洋設計
中日本高速道路
日本工営

静岡県庁新潟県庁
甲府市役所
静岡市役所

学部亨肇予定石数: ５７

就職者数：１７ 進学者数：３７

RＩＺＡＰ グループ

旭化成

王 子ホールディングス

キッツ

湖南荘

サンエー化 研

全 薬工 業

その他( 諸学 校含む):３
大 明 化 学 工 業

太 陽 社 電 気

中 外 製 薬 工 業

日 本 分 析 セ ン タ ー

富 士通ｱｲ･ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ ｽﾞ

三 重 富 士 通 セ ミコン ダ クタ ー

ミ マ キ エ ン ジ ニ ア リ ン グ

山梨県教育委員会
富士市役所
埼玉県教員

■ 進学等
山梨大学大学院学部卒業予定者数:７２

就職者数:４４　進学者数：１６　その他(諸学校含む):1 ２
A Ｂ Ｃ

Ｂ ＦＴ

Ｎ Ｒ Ｉネ ット コ ム

Ｎ Ｔ Ｔド コ モ

Ｏ Ｋ Ｉソ フ ト ウ ェ ア

TOKAI コ ミュ ニ ケ ー ション ズ

Ｙ ｓke- ｃｏｍ

ア イ ア

ア イフ ォ ー コ ム

ア ド ソ ル 日 進

エ ス･ ビ ー･ エ ス

エ ス ネ ット プ ラ ス

エヌ･ﾃｨ･ﾃｨ･ ﾃﾞｰﾀ･ ジェトロ ニクス

キ ヤ ノンIT ソ リュ ー ショ ン ズ

京 三 製 作 所

コンピュータマインド

システックス

システムエグゼ

セコムトラストシステムズ

田 中スポーツ設 備

ﾃｸﾉｻｲﾄ

ﾃｸﾉ ﾌﾟﾛﾃｸﾉ ﾌﾞﾛ･ﾃﾞｻﾞｲﾝ社

東 芝キヤリア

トーテックアメニティ

凸 版印 刷

トヨタシステムズ

日商エレクトロニクス

日通 情報システム

ファナック

富 士情 報
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第79 回応用物理 学会秋季学術講演会

PostｅrＡｗａrd･講演奨励賞
波切 堅太郎　 大学院 修士 課程工学専攻電気電子工学コー ス2年

Ja an SteeL Br ｉｄｇｅ Ｃｏｍｐｅtitｉｏｎ(JSBC)2018
学

星
部会 特別賞

山梨大学チーム(太田小春,高木詩歩,成田廣道l山田健也,望月野亜,望月裕太)
工学部 土木環境工学科4 年

7thlntemationalConlerence on Kansei EngineerinμEmotion Research{KEER2018}1 10 月3｢dlntemationalWorksho on Active Malerials and S01t Mechatronics(AMSM2018)Best Pa er 
Ａｗａrd　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　 ベストポスターアワー

Ｆ

白神
弼

太　 大学院博士課 程人 間環 境医工学専攻1 年　　　　　　　 ｌ　　　　 安頴俊(Yin -Jｕn An) 大学院博士課程工学専攻(クリーンエネルギー変
ｌ　　　　 換工学特別||育プログラム2 年)

第2 回国際BMS シンポジウム

国際BMS シンポジウムポスター賞(1ntemationat BMS Sy ｍ ｏsiuｍ Ｐｏster Aｗard)　

ノル ヒ ダ ヤ ロ スリー エ 学 部 電 気 電 子 工 学孝
男1

年

1 11 月　日本音響学会 電気音響研究会と電子情報通信学会 応用音響研究会の共催研究会
ｌ　　　 学生研究 奨励賞

ｌ　　　　 塩渾 光一朗　 工学部コンピュータ理工学科4 年

ｌ　　　 軽金属学会 第135 回秋季大会

ｌ　　　 優秀ポスター発表賞
ｌ　　　　 折井 天悟　 大学院 修士課 程工学専攻機械工学コース1 年

I　　　The 35th lnt ｅｍａtｉｏｎａ１ Ｋｏrｅａ-Japan Seminar ｏｎ Ｃｅrａｍｉｃs
l　　　O ｕtstanding Post ｅr Prｅsｅｎtatｉｏｎ Ａｗard

l　　　　 相渾 朋弥　 大学院 修士課 程工学専攻応用化学コース2 年

第38 回エレクトロセラミックス研究討論会
研究奨励賞

ｶﾅﾙ ﾌﾟﾗｼｬﾄ ｺ゙ ﾊ゙ﾟﾙ大学院博士課程工学専攻ｶｰﾝｴﾈﾙ ｷﾞｰ変換工学特別教育ﾌﾟE]ｸﾞﾗﾑ3年

ﾅﾑﾋｮﾝｳｸ 大学院修士課程工学専攻ｸﾞﾘｰﾝｴﾈﾙ ｷﾞｰ変換工学特別教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ2 年
相潭 朋弥　 大学院 修士課 程工学専攻応用化学コース2 年

1 12月25th lntｅｍａtional Display Ｗ
ｏrkshops

・　　　Ｏｕtstａｎｄｉｎ　ＰｏstｅrＰａ ｅrＡｗard
i　　　 戸塚 敬

哭
学院修士a

難
工学専攻コンピュータ理工学コース2年

富 士 ソ フ ト

富 士 通ｿﾌﾄｳｪｱﾃｸﾉﾛ ｼﾞｰﾇ.･

マ ル ハ ン

三 島 函 南 農 業 協 同 組 合
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■ 進学 等

山 梨大 学大学 院

名 古屋 大学大 学院

昭和音楽大学短期大学部

学部卒業予定者数: ４４

就職者数:21　 進学者数:19　 その他( 諸学 校含む):４

アルバック

オリオン機 械

カルソニックカンセイ

五味 八珍

シチズン電 子

ジヤトコ

シャロ ーム

セイリン

第一 生命 保険

大 同 化 成 工 業
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ﾄﾖﾀﾃｸﾆｶﾙ ﾃﾞｨ ﾍﾞﾛｯ ﾌﾟﾒﾝﾄﾄﾗﾝｽﾈｯﾄ

ﾅﾙｯｸｽ

日 本 軽 金 属

日 本 テ クノロ ジーソ リュー ション

フ ア ス フ ォ ー ド テ ク ノロ ジ

富 士 電 機

明 光電 子

ユニリタ

リコージャパン

■進学等

山梨大学大学院
東京工業大学大学院

平成31年度 工学部学年暦(年間予定表)

'i　　弓

前　　 期　　 開　　 始 �　　　　　　　　　　　il　X　

。4

月　１日( 月)

ガ　 イ　 ダ　 ン　 ス　 等 � ４月　１日（月）～ ４月10 日（水）

入　　　　 学　　　　 式 � ４月 ５日( 金)

前　 期　 授　 業　 開　 始 � ４月１１日( 木)

前　 期　 授　 業　 終　了 � ８月 ２日( 金)

夏　　 季　　 休　　 業 � ８月 ３日（土）～ ９月23 日（月）各学部で定める

秋 季 卒 業 式・修 了 式 � ９月26 日（木）

前　　 期　　 終　　 了 � ９月30 日（月）

後　　 期　　 開　　 始 �10 月　１日( 火)

開　 学　 記　 念　 日 �10 月　１日( 火)

秋 季 入 学 式（大 学 院） �10 月　１日( 火)

後　 期　 授　 業　 開　 始 �10 月 ２日( 水)

大学祭（医学部キャンパス） �10 月25 日( 金) ～10 月27 日(日)

大学祭（甲府 キャンパス） �11 月　１日( 金) ～11 月 ３日(日)

冬　　 季　　 休　　 業 �12 月21 日( 土) ～ １月 ５日(日)

後　 期　 授　 業　 終　 了 �２ 月 ５日( 水)

春　　 季　　 休　　 業 �２ 月 ６日( 木) ～ ３月31 日(火) 各学部で定める

卒　 業　 式 ・ 修　了　 式 � ３月１９日( 木)

後　　 期　　 終　　 了 � ３月31 日( 火)
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